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⻑周期地震動指標APIおよび
⻑周期地震動モニタを活⽤した実証実験

国立研究開発法人防災科学技術研究所
⻘井真

多様なニーズに対応する予測情報検討WG（第4回）
2018/10/30 気象庁 大会議室
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長周期地震動指標APIを活用した実証実験

多様なニーズに対応する予測情報検討WG（第2回）資料5別添より抜粋
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長周期地震動指標APIを活用した実証実験

2018年2月より計12機関に対して情報を配信中
→計9機関でデータの閲覧や保存をしていただいている（気象庁による聞き取り調査より）
実際に利用していただいた皆様より様々なご質問・ご要望をいただき、
配信システムの高度化を効果的に進めることができている

利用者よりいただいた質問をまとめた
FAQページの構築

過去の地震時の予測・観測情報の配信
2011/03/11 東北地方太平洋沖地震
2012/12/07 三陸沖の地震
2014/11/22 ⻑野県北部の地震
2015/05/13 宮城県沖の地震
2016/04/16 熊本地震
2018/06/18 大阪府北部の地震
2018/07/07 千葉県東方沖の地震
2018/09/06 北海道胆振東部地震

を準備中

引き続き配信情報を実際に利活用いただき
フィードバックいただけるような取組を
継続いただきたい
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長周期地震動に関する観測・予測情報の利活用技術開発に関する研究

ビル管理者

エレベータ
管理者

情報を必要とする様々なユーザー

高所作業者
ビル居住者

公募による研究委託

配信する情報を利用した、ビル管理者や居住者・高所作業
者等に対するアラートやビル内設備（エレベータ等）の制御
等、民間企業等による技術開発

長周期地震動に関するリアルタイム情報を情報の受け手側として利活用するための技術開発について、民間企業
等を対象に委託研究を公募する。広く一般から研究課題の提案を受けることによりユーザーのニーズに真に対応し
た利活用技術の開発を進める。また、開発した技術やシステムを様々な場面で実際に利活用することを受託機関に
求め利活用の現場における課題等のフィードバックを収集することにより、情報の配信側・受信側双方のシステム・
体制等の高度化を効果的に進める。

利活用システム

必要なリアルタイム情報

ニーズに対応した研究課題の提案

利活用の際の課題等の
フィードバック

リアルタイム情報の利活用技術開発・システム化等
＋開発したシステム等の利活用までを実現

建設会社

研究課題例
●構造物の応答や損傷等の推定システムの開発

●構造物内施設の即時制御システムや利用可否
判定システムの開発

●地震時の対応支援システムの開発 等
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長周期地震動モニタを活用した実証実験

多様なニーズに対応する予測情報検討WG（第2回）資料5別添より抜粋
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長周期地震動モニタを活用した実証実験

第1期⻑周期地震動モニタ（2017/11/14〜2018/03/31）
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長周期地震動モニタを活用した実証実験

実証実験第1期（2017年度）

2017年11月 12月 2018年1月 2月 3月

11/10 プレスリリース

2017/11/14〜2018/3/31 ユーザー募集

2018/3/15〜31 アンケート調査
アンケートに回答いただいた方は
2018年4月以降も利用可能に

実験参加者：1,440名
アンケート回答者：772名

Twitter

実証実験Topページ
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長周期地震動モニタを活用した実証実験

実証実験第1期（2017年度）アンケート結果例 回答者：772名
問３．実証実験に参加して⻑周期地震動
（階級）への関心が高まりましたか？

35%

42%

23%

0%

関心が高まった

もともと関心はあったが
理解が深まった
特に変化はない

関心がなくなった

問４．どれくらいの頻度で⻑周期地
震動モニタを利用していましたか？

13%

7%

19%

16%

39%

6%
ほぼ常時

日に1回以上

週に数回

月に数回

地震があったと感じた時

その他

問１２．⻑周期地震動モニタの周期
ごとの情報は利用しましたか？

22%

45%

33%

利用した

そのような機能があるこ
とは知っていたが利用し
なかった
そのような機能があるこ
とを知らなかった

●4分の3以上の⽅から⻑周期地震動（階級）
への関心が高まった・理解が深まったと回
答があり、参加者の⻑周期地震動に対する
理解促進等に成果があった。

●周期ごとの情報の利用方法等について、よ
り具体的かつ分かりやすく周知していく必
要がある。
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長周期地震動モニタを活用した実証実験

実証実験第1期（2017年度）アンケート結果例 回答者：772名

問１６．⻑周期地震動モニタで追加・改善して欲しい機能は以下のうちどれ
ですか？（複数回答可）
①緊急地震速報発表時にポップアップ／通知する機能
②自分の位置を登録するとウィンドウに階級等が表示される機能
③日本地図をズームイン／ズームアウトまたはドラッグで移動する機能
④強震モニタと同じウィンドウで切り替えられる機能
⑤その他
・より閲覧しやすくするための色使いや表示方法の改良
・より⻑時間の過去へのさかのぼり
・スマートフォン用のアプリ化
・ログイン方法の簡便化 等

実証実験第2期で対応
●各ユーザーの登録地点に対する予測値の表示

→きめ細やかな揺れの情報を提供
●⻑周期地震動モニタと強震モニタの同時/切替表示

→強震モニタとの⽐較による⻑周期地震動についての理解促進

67

366

324

433

596

⑤
④
③
②
①

0 100 200 300 400 500 600 700

多くの有益なフィードバックを
いただくことができた

⻑周期地震動モニタ2018
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長周期地震動モニタを活用した実証実験＜第2期＞

地図のインターフェースによる
地点登録フォーム
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長周期地震動モニタを活用した実証実験＜第2期＞

2018年 2019年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10/25 プレスリリース

2018/10/25〜2019/3/31
第2期ユーザー募集
（アンケート実施予定）

第2期実験参加者：786名
（2018/10/29 0時現在）

Twitter

第1期実証実験継続（アンケート回答者）

第2期実証実験

アカウント移行依頼
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まとめ

●⻑周期地震動指標APIを活用した実証実験
2018年2月より本格的に配信開始
利用者からのご質問・ご要望を参考に配信システムを高度化

●⻑周期地震動モニタを活⽤した実証実験
2017年11月より第1期を開始
→参加者の⻑周期地震動に対する理解促進等、成果があった
周期ごとの情報の利活用等については、さらに周知していく
必要がある

⻑周期地震動モニタに対して頂いた重要な御意⾒を参考に改良
・各ユーザーの登録地点に対する予測情報表示機能
・強震モニタとの同時・切替表示
→2018年10月より第2期を開始

配信情報を実際に利活用いただき、配信・利活用方法の検証および
高度化を行うことができる環境が今後も継続的に必要である。


